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玉川第一小学校・学校だより 令和５年３月８日
Ｎｏ，２３

文責：校長 酒井

～失敗やトラブルを学びに変える教育～
＜☆ともだち大好き！☆学ぶの大好き！☆じぶん大好き！＞

○６年生の笑顔が見られてうれしい。やってよかった。
○スライドショーで６年生が泣いたり，笑ったりしてくれてうれしかった。
○６年生のダンスがキレッキレでした。いつ練習したのかなと思いました。
○司会は超緊張した。間違えられないので気をつけて話しました。
○在校生のダンスが上手でした。全校生で集まることができてよかった。
○みんなで準備したかいがあった。

これらは，「６年生を送る会」実施後の５年生の感想です。下
校途中の突然のインタビューに笑顔で答えてくれた５年生。３
学期唯一の児童会行事「６年生を送る会」を，３年生以上のク
ラス代表で組織された「送る会実行委員」と一緒に中心となり
準備に当たってきたのが３３名の５年生。
当日の飾り付けや会の段取り，後片付けも最後までしっかり

行いました。全校生の先頭になっての会の運営は初めて経験す
る児童がほとんどですから，失敗もトラブルもありました。で
も，６年生が喜んでくれた事で疲れも吹っ飛んだのでしょう。
やり切った笑顔がとても素敵でした。
他の学年の発表も，ダンス，クイズ，プレゼントと心温まる

ものでした。スライドショーでは，これまでの小学生活の様々
な場面が映し出され，６年生の瞳には輝るものが見えました。
大成功の６年生を送る会，体育館いっぱいにありがとうの花
が咲きほこりました。
この日，実は奇跡!？が起きました。今年度はずっとコロナ禍

で全校生が顔を揃えることはほとんどなく，９月２０日のたっ
た１日だけでした。今年度もあとわずか「今年はこの１日だけ
か？」と諦めていたのですがなんと，送る会のこの日，２０９名
の子どもたち全員が登校しました。しかも体育館に全員が集
まってお祝いの会ができたのです。これを奇跡といわず何とい
いましょう。６年生へのありがとうの心が奇跡を起こしたのか
も知れませんね。会のはじめの「校長の話」の中でそのことを
伝えると，ガラスが震えんばかりの歓声が起こりました。
ご褒美に当日の宿題は･･･もちろん無し!？

１年生の学級通信に掲載された児童作文を紹介します。当日
の様子がよく伝わりますね。

６年生をおくるかい
１年 いちむら みこる

１年生は，ミッキーの耳をつけて，「ジャンボリミッキー」をおどりました。６年生のためにふりつけをみんなで
おぼえました。ほかにも，うたをうたい，メダルのプレゼントもいっしょうけんめいつくりました。たのしかったです。
あと，６年生にたのしんでもらえてうれしかったです。
２年生は，「しんじだい」をおどりました。おどっているとちゅうに○×クイズを出していました。３年生は，なわ

とびたいけつや，じゃんけんたいかいをやりました。４年生は，きつねの耳をつけて，きつねダンスをおどりまし
た。４年生のダンスは，キレッキレッでした。つづいて，５年生は，６年生へメッセージをいいました。５年生の
はっぴょうのまえに，６年生のなつかしいえいぞうがながれました。６年生は，おれいにダンスをおどってくれま
した。さいごに，ぜん校生で「ありがとうの花」をうたいました。
６年生をおくるかいは，大，大，大，大，大せいこうでした。たのしかったし，うれしかったです。６年生は，

「中学校でもがんばります。」
って，いっていました。がんばってほしいです。

「６年生を送る会」の終わりには全校生で「ありがとうの花」を歌いました。とても優しい歌ですの
ので、ご家庭でもぜひ！

「送る会「「鼓笛移杖式」「感謝を伝える会」はＨＰでも紹介しています。


